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イギリス博物館協会（Museums Association、以下 MA とする）は ICOM に先⾏して職
業倫理規程を制定してきた経緯があることから、MA の動向はイコム職業倫理規程の改定に
も影響を与えてきた（佐々⽊ 2020）。MA が改定した最新の「博物館の倫理規程」（2015 年）
によれば、「コレクションの管理」の中で、所蔵品の処分について次のように規定されてい











  以下、処分を⾏う場合の補⾜説明として 
   ・検討中の資料が、ミュージアムのコレクション拡充の⽅針で規定されているゆるぎない
中⼼的コレクションから外れている。 
   ・関連組織と⼀般市⺠とが徹底した事前協議を⾏い、熟慮している。 
   ・（例えば予算不⾜に対処するためといった）短期収⼊を⽣み出すことを⽬的としない。 




























































































































公開された資料の取得に関⼼を表明するために最低 2 ヶ⽉の期間を⾒込む。 














13  資料の処分は、処分のための事例に応じて、⺟体運営組織の決定に従って⾏われる。 























































































































博物館（Museum of London）の事例を紹介する。 
 
ロンドン博物館の取得および処分⽅針(2015 年)  
同館の Acquisition and Disposal Policy は 2011 年 7 ⽉に制定され、2015 年 9 ⽉に改訂さ
れている。内容は、「コレクションの範囲」「取得基準」「学習⽤コレクション」「収集の制限」
「著作権と権利関係」「地域の役割とパートナーシップ」など 12 項⽬で、その中の 1 項⽬
に「処分」に関する⽅針が、次のように⽰されている（注４）。  






法（the National Heritage Act 1992）に記載されているように、それに付随する信託や条件
とともに、どのような資料でも国⽴博物館に移管することができる。 











































〇ミュージアム・リソースセンター、コルチェスター（2009 年 1 ⽉現地調査） 
Colchester and Ipswich Museum Service, Museum Resource Centre 
対応者；Stephen Yates（Documentation Officer） 
コルチェスターとイプスウィッチ両市の博物館は、2006 年 6 ⽉から業務の⼀部を共同運
営することになり、コルチェスター・イプスウィッチ・ミュージアムサービス（Colchester 
and Ipswich Museum Service）が設⽴された。同組織は、事業、⼈事交流、広報などは共同
運営する⼀⽅、収蔵施設はこれまで通り、別々に管理運営している。調査したコルチェスタ















取り⼿は⾒つからないために他のネットワーク（Subject Specialist Network、Agricultural 







チェスター）2009 年 1 ⽉筆者撮影 
 
〇ミュージアム・リソース&ラーニングセンター、ヘルフォード（2009 年 1 ⽉現地調査） 
Museum Resource and Learning Centre  
対応者：Katherine Andrew（Principle Heritage Officer） 





〇ノース・リンカンシャー博物館（2009 年 8 ⽉現地調査）  
North Lincolnshire Museum 







































写真４                 写真５ 





秋⽥県⼤仙市は、2005（平成 17）年に⼤曲市と仙北郡 6 町 1 村が合併して発⾜した。く















結果、1,276 点が処分され、4,000 点ほどが再登録された。 
 
北杜市（⼭梨県） 
⼭梨県北杜市は、2004（平成 16）年 11 ⽉に 7 町村（明野村、須⽟町、⾼根町、⻑坂町、
⼤泉村、⽩州町、武川村）が合併して発⾜した（2006 年に⼩淵沢町と合併）。同市には、合
併以前に各町村が設置した 10 館の資料館があり、合併後も継続して運営していた。2011


















別れ展⽰」（2018 年）を実施したところ、処分対象になった 562 点のうちの多くが教育関























































































































































た秋⽥県⼤仙市の事例から〜」ミュゼ. 107 号, pp.26-27 
⾦⼭喜昭 2014b「市町村合併による公⽴博物館の⾏くえ③〜北杜市による資料館の統廃合









俗博物館旧蔵資料をめぐる活動〜」⺠具マンスリー. 第 48 巻 12 号, pp.1-14 
⽇本博物館協会 2004『資料取り扱いの⼿引き』pp.22-23 
───  2012『博物館の原則 博物館関係者の⾏動規範』 
───  2017『「博物館の登録制度の在り⽅に関する調査研究」報告書』 
───  2020『令和元年度 ⽇本の博物館総合調査報告書』p.135 
博物館倫理研究会 2018 「イギリス・ミュージアム協会 ミュージアムの倫理規程（2015
年）の翻訳」博物館研究.Vol.53 No.5 (No.599), p.26 
 
注 
注 １  国 際 博 物 館 会 議 『 イ コ ム 職 業 倫 理 規 程 』（ イ コ ム ⽇ 本 委 員 会 訳 ） 
https://icom.museum/wp-content/uploads/2018/07/code_japanese.pdf 
（閲覧⽇：2021 年 2 ⽉ 25 ⽇） 
注２ MDA. SPECTRUM: The UK Museum Documentation Standard , Cambridge: MDA, 
2007. pp.199-205 
SPECTRUM は 1994 年に公表されたドキュメンテーションの標準となる「⼿順書」
（procedures）である。本稿で⽤いる SPECTRUM は 2007 年のバージョン 3.1 である。 
SPECTRUM は 2017 年にバージョン 5.0 に更新される。 
注３ イギリス博物館協会 Museums Association Disposal Toolkit Guidelines for Museums 
（2014 年 3 ⽉改訂） 
https://www.museumsassociation.org/app/uploads/2020/06/31032014-disposal-toolkit-
8.pdf（閲覧⽇：2021 年 2 ⽉ 15 ⽇） 
註４ Museum of London Acquisition and Disposal Policy 
https://www.museumoflondon.org.uk/application/files/9714/5812/8419/AcqusitionDispos
alPolicy2011amended2015.pdf （閲覧⽇：2018 年 8 ⽉ 1 ⽇）。 
注５ 川崎市「川崎市市⺠ミュージアム収蔵品レスキューの状況及び被災収蔵品の処分に
ついて」（報道発表資料 令和３年 1 ⽉ 21 ⽇） 
